
国鉄千葉動力車労働組合
干260-0017千葉市中央区要町2番8号 (DC会館)
鉄 電 千 葉 29 3 5・29 3 9番
公衆 043(222) 7207/FAX.043 (224) 7197 
ホムページ http://www.doro.chiba.org/ 
E メイル doro.chiba@www.doro.chiba.org

:2，，00人 魚 /0 No. 536l!. 

惇司千崖おとメ合、
;I~~" ヱミ4 回 OB会1 第

勤
労
千
葉

O
B
会
は

九
月
一
日
十
四
時
か
ら

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
で
、
第
十
四
回
総
会
を
開
催
し
、

当
面
す
る
活
動
方
針
を
確
認
し
た
。

官
頭
、
本
部
・
中
野
委
員
長
か
ら
、

次
の
よ
う
な
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

「
松
崎
会
長
の
発
病
、
長
期
間
病
、

ご
逝
去
と
い
う
止
む
を
得
な
い
状
況

が
あ
っ
た
と
は
言
え
、
相
当
の
長
期

間
に
わ
た
り
O
B会
総
会
が
開
催
で

き
な
か
っ
た
こ
と
は
本
部
の
責
任
で

あ
り
、
先
輩
々
に
は
ま
こ
と
に
・
申
し

訳
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勤労干葉第14回08会総会
国瞳

千
葉
市
・
パ
ー
ク

新
し
い
役
員
体
制
と

今
日
、
み
な
さ
ん
の
努
力
で
、
第

1
4回
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、

動
労
千
葉
が
、
本
年
度
の
大
会
を
も

っ
て
、
若
い
執
行
体
制
を
確
立
す
る

前
段
の
、
力
強
い
支
え
に
な
る
こ
と

で
あ
り
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
わ
た
し
も
大
会
が
終
わ
る

と
O
B会
員
と
な
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
と
共
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
」

続
い
て
白
石
副
会
長
よ
り
「
ま
だ

ま
だ
若
い
松
崎
会
長
が
亡
く
な
ら
れ

て
た
い
へ
ん
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
長
の
遺
志
を
守
る
と
い
う
こ
と
も

含
め
て
、
本
総
会
を
期
し
て
、
活
発

な
活
動
を
開
始
し
た
い
」
と
の
決
意

を
こ
め
た
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
本
部
・
布
施
副
委
員
長

よ
り
「
こ
の
間
の
O
B会
活
動
を
中

心
と
す
る
取
り
組
み
経
過
と
と
り
ま

く
情
勢
」
が
報
告
さ
れ
た
後
、
別
記

の
よ
う
な
具
体
的
取
り
組
み
方
針
と

役
員
体
制
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
全
て
の
議
事
が
終
わ
っ

た
後
、
用
意
さ
れ
た
ピ
l
ル
、
日
本

酒
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
焼
酎
と
本
部
・

高
石
勢
官
委
員
手
作
り
の
料
理
で
の

懇
親
会
に
移
り
、
暗
く
な
っ
て
も
終

わ
ら
な
い
歓
談
が
続
い
た
。

新
た
会
長
に
選
出
さ
れ
た

白
石
さ
ん
を
か
こ
ん
で
!
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輔鋪重重

大失業と戦争の時代に通用する新しい世代の勤労千葉を創りあげよう!


